
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  5402：無機材料・物性 

技術キーワード  C：表面・界面物性 

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造 
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概  要 

 

太陽光に含まれる近赤外線域の光を効率よく反射もしくは透過する粒子を利

用し、遮熱機能を持つ建材等に応用することを目的とする。具体的には、地場

産業である陶磁器タイルにこの技術を応用し、近赤外線反射型タイルの開発を

行った。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

既存の設備、原料、技法を利用して一般的な施釉タイルと同じ手法で製造が可

能な上、赤外線の反射率が向上するため、日射反射率も向上し、温まりにくく

なる。 

本技術の 

有用性 

建築物の外壁に用いることにより、太陽光による温度上昇を抑えることがで

き、夏には冷暖房等のエネルギー消費を抑えることができる。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

   

 実証実験風景 実験に使用したタイル表面（光沢釉）の 

（パネル作成：㈱ｱｲｺｯﾄﾘｮｰﾜ） 分光反射率 

（左より比較ﾏｯﾄ・試作ﾏｯﾄ・比較光沢・試作光沢） （実線：試作タイル 破線：比較用タイル） 

適用可能製品 
建築物外壁用の遮熱タイル 
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近赤外線反射型の遮熱タイルで施工表面の温度上昇を抑制 

赤外線反射型機能性無機粒子の開発 

 


